
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 18春闘の最中、止む無く脱退を余儀なくされましたが、仲間の大切

さと労働組合の必要性をずっと感じていました。 

これまでと変わらず接してくれる職場の暖かい仲間と共に、もう一度

同じ組織の仲間として働きたいと考え、今回再加入しました。 


